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我々は世界で初めて太陽フレアの X 線撮像分光観測を実施した日米共同太陽観測ロケット実験 FOXSI-4 搭載
用国産高角度分解能電鋳 X 線望遠鏡の開発を行ってきた (2024 年春季年会 安福他、藤井他、吉田他)。本ミッ
ションを通し、広がった天体に対する感度の指標である HPD は欧米の大型 X 線天文衛星の搭載品に匹敵する
∼16 秒角、点源の分解能力の指標である FWHM は世界最高レベルの∼1 秒角を達成した。そこで我々は、ここ
で得られた共通基盤技術を他ミッションに応用すべく、検討に着手した (2024 年春季年会 三石他)。
現在、我々は以下に掲げる 3 つの取り組みを進めている。1 つ目は地球オーロラ観測を目指した観測ロケット

実験への参加である。本望遠鏡を用いて高感度 ”X 線オーロラ” 観測を実現し、大気流出・地球大気変調過程の
理解を目指す。X 線で暗いことが予想されるため反射鏡を積層する必要があり、複数の反射鏡を高精度に配置す
るシステムを構築中である。2 つ目は太陽観測等を目指した超小型衛星に向けた検討および基礎開発の着手であ
る。短焦点距離化に伴う新たな X 線評価システムを検討している。3 つ目は地上プラズマ実験への実装である。
特に理論計算が難しい非平衡プラズマ中の電子・イオン密度分布や重元素量の時間発展の観測的制約により X 線
天文学へのフィードバックを目指す。現在はシミュレーションによる試験セットアップの構築や評価方法の検討
を進め、今年度ファーストライトの取得を予定している。本発表ではこれらの詳細について報告する。


